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１．研究計画の概要 

（１）目的：１つの中心的な企業を中心とし
た企業間関係から、産業集積の歴史的変容の
過程を明らかにすること。 

（２）内容：19 世紀後半の英国南ウェールズ
の製鉄産業集積の代表的企業であったダウ
ライス製鉄会社を中心に取引企業との関係
を検討する。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）研究方法：英国グラモーガン州公文書
館所蔵のダウライス製鉄会社受信書簡綴り
のうち 19 世紀後半分を分析した。 

（２）研究計画の変更点：上記の史料の分析
を始めた結果、当該地域の他の製鉄会社から
の書簡が 19 世紀後半に大幅に減少したこと
がわかったので、研究対象を製鉄会社間の企
業間関係から製鉄会社と補助産業－鉄道会
社・鉄鋼商－との関係に変更した。 

（３）史料の収集・解読：19 世紀後半のうち
1850 年代についてはすでに収集済みだった
ので、1860 年代の史料から閲覧に着手し、
2011年度末までに 1890年代までの史料収集
を終えた。1880 年代までの史料は解読を終
え、論文にまとめた。 

（５）これまでに得られた成果 

①1860 年代 

地方鉄道会社ブレコン・アンド・マーサー鉄
道会社との関係を中心に検討し、鉄道会社が
輸送コストの低減だけでなく、販路の拡大や
顧客の反応の伝達といった形で製鉄業に貢
献したことを明らかにした。 

②1870 年代 

鉄鋼商フォレスター商会との関係を検討し

た。これまで等閑視されてきた鉄鋼商の活動
の実態が明らかになるとともに鉄鋼商が受
注から納品・清算に至るまでの販売過程だけ
でなく品質改善など生産工程に対する助言
も行っていたことを明らかにした。 

③1880 年代 

幹線鉄道会社グレート・ウェスタン鉄道会社
との関係を検討した。大量生産に対応した標
準化した輸送体系を提供する幹線鉄道会社
を利用することで大量の出荷が可能になっ
たが、商品が規格化されていないために輸送
に大きな混乱を来たしていたことを明らか
にした。 

④1890 年代 

ひきつづきグレート・ウェスタン鉄道会社と
の関係を検討中。 

⑤全体 

1850 年代から 90 年代にかけて、製鉄技術の
進展、ダウライス製鉄会社の成長に伴って、
産業集積の補助的機能が地元鉄道会社、州内
の別の都市の鉄鋼商、州外の幹線鉄道会社と
遠隔化し、産業集積の機能が分散していく過
程を明らかにした。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

前述のように、計画していた研究対象期間の
末尾までの史料収集を終え、研究期間の最後
の 1 年を残して、1890 年代についての史料
解読・論文執筆の作業に入っているため。 
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４．今後の研究の推進方策 
（１）研究期間中に上記の 1890 年代に関す
る論文をまとめ、刊行する。 
（２）同時に、全体像をまとめたものを海外
の査読付き雑誌へ投稿する。 
 
（３）研究期間終了後の展望： 
３年の研究期間を通じて、この研究課題には
さらに深める余地があることが分かった。現
時点で展望しているのは以下の２点である。 
①史料の残存状況を確認した結果として、研
究対象期間を 1917 年まで延長することがで
きることが分かった。第 1次世界大戦の総力
戦体制を支える物流管理体制の形成を 19 世
紀後半からの長期的な視点で検討したい。 
②ダウライス製鉄会社は 1880 年代末から生
産拠点をグラモーガン州山間部のマーサ
ー・ティドヴィルから沿岸部の港湾都市カー
ディフに移転し始める。同社の新工場建設と
カーディフ市における郊外開発との関係を
検討したい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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